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［２０２０年５月１７日主日礼拝説教要旨］ 

 

「万物の終わり」 

聖書の箇所：Ⅰペテロ ４：７～１１ 

今週の御言葉：「それは、すべてのことにおいて、イエス・キリストを通して神があがめら

れるためです。栄光と支配が世々限りなくキリストにありますように。ア

ーメン」（Ⅰペテロ４：１１） 

 

＜導 入＞ 

 現在、多くの人々の関心はコロナ後の社会に移っています。コロナ後の社会では、権力構

造が変化し、これまで巨大国家が目指してきたものを見直さざるを得なくなるでしょう。ア

メリカ、中国、ロシア、EU が目指してきた経済発展にブレーキがかかりました。それとと

もに、アメリカと中国の覇権争いが激しくなっています。働き方が変わり、テレワークやテ

レビ会議が導入され、距離を超えて仕事ができるようになりました。また教育についても、

オンライン授業が導入され、生徒と教師の関係に変化が生まれています。もちろん、現実の

問題として感染防止のために休業を余儀なくされた企業や人に対する補償が重くのしかかっ

ています。 

コロナ後の世界がどのようになるとしても、人類の歴史は、新しい世界の実現のために、

終わりに向かっています。ペテロは、ローマ帝国においてキリスト者に、「燃えさかる火の試

練」が来ることを感じていました（Ⅰペテロ４：１２）。ペテロは、迫りくる試練の嵐の中で、

３０年前にイエスが語られた言葉を思い出していました。それは、世の終わりに起こる苦難

の預言でした。イエスは、「世の初めから、今に至るまで、いまだかつてなかったような、ま

たこれからもないような、ひどい苦難がある」と語られました（マタイ２４：２１）。ペテロ

は、試練が間近に迫っているのをひしひしと感じながら、イエスが語られた世の終わりの苦

難を思い、神様のメッセージを語りました。それは、終末時代に生きる私たちへのメッセー

ジでもあります。 

  

主 題： 終末時代に生きる私たちは、神様の栄光が現わされるように祈りたいものです。そ

れとともに、互いに愛し合い、自分に与えられた賜物を用いて神様の栄光のために

生きましょう。 

 

    Ⅰ．祈りの勧め 

▽Ⅰペテロ４：７ 「万物の終わりが近づきました」とペテロは切込みます。「万物の終わり」

という言葉を聞くと、人々の心に思い浮かぶのは「不安」です。「この世が終わってしまった

ら、どうなるのだろうか」という不安です。そして、この「不安」な思いは、人々を異常な

行動に走らせます。ペテロが生きていた当時でも、テサロニケでは「この世が終わってしま

うならば」という思いが、生活の混乱を招いたことがありました。「何も仕事をせず、おせっ

かいばかりして」と、パウロは人々の様子を記しています（Ⅱテサロニケ３：１１）。この不

安な思いは、この世が終わってしまうという意識だけでなく、昨今のコロナウィルスの感染

に関しても多くの人々が持っているのではないでしょうか。ウィルスがどこに存在するのか

わからないため、感染するかもしれないという恐れと不安が人々の心をとらえています。感

染予防のための適切な処置は取られなくてはなりませんが、そのための休業による生活の不

安は、底知れないものがあるように思います。しかし、「万物の終わりが近づきました」とい
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うペテロの宣言には、不安や焦燥感は少しも感じられません。「万物」という言葉は、すべて

のものは神様が創造されたという信仰に根差しています。「初めに、神が天と地を創造した」

（創世記１：１）という信仰に立った終末観です。すべてのものが神様によって造られたな

らば、神様はすべてのものをご計画に基づいて導かれ、保たれるはずだという確信です。「万

物の終わり」も、神様が新しい天と地を創造されるという目標に向かって進んでいると信じ

ることから来ています。「万物の終わり」は、「万物の完成」であり、神様のご計画の完成で

す。ペテロは、迫りくる現実の苦難を考えながら、世の終わりを見据えていました。彼は、

現実だけでなく、先を見る目を持っていました。それは、神様への信仰から来ます。私たち

も、現実の苦難だけに目を留めるのではなく、神様を見上げて先のことを見ていきましょう。 

▽「ですから、祈りのために、心を整え身を慎みなさい」と勧めています。「心を整え」とは、

原語では、「落ち着いて分別があり、正しい感覚を保つ」という意味があります。つまり、気

まぐれで、衝動的ではなく、何が重要なのかを正しく見極める判断力を持つことです。それ

は、すべての出来事を、神様の視点、永遠の視点で見ることになります。すべてのことを神

様との関係で見るならば、そのことを神様に祈るようになります。「身を慎む」とは、「真面

目に、いい加減ではなく、真剣に」ということです。「万物の終わりが近づいている」中での

祈りは、ただ単に自分の願いや望みを神様に訴えるだけのものではありません。私たちは何

を祈ってもよいわけですが、ペテロがここで言っている祈りは、万物に対する神様のご計画

が成就するようにという明確な目的と内容を持っているものです。この祈りの精神は、イエ

スから教えられた祈りの中に示されています。すなわち、「主の祈り」の最初の部分「天にい

ます私たちの父よ。御名があがめられますように。御国が来ますように。みこころが天で行

われるように地でも行われますように」に凝縮されています（マタイ６：９、１０）。これこ

そ、ペテロが勧めている祈りの真髄でないでしょうか。ぺテロは、この時もイエスの教えを

しっかり受け止めていた器でした。 

 

Ⅱ．愛と使命に生きる 

▽Ⅰペテロ４：８ 終末意識を持ち、その時の苦難に備えるためには、「愛し合う」ことが、

大切です。ペテロは、しばしばこのことを語ってきました。Ⅰペテロ１：２２、３：８ そ

して、この箇所で、「愛し合う」ことをもう一度強調しています。苦難に直面すれば、そのこ

とだけに心を奪われます。多くの場合、他の人のことを考えなくなります。自分の苦難や問

題、自分の生活に追われてしまいます。コロナウィルスの場合でも、感染の防止のために、

自分の世界に閉じこもってしまいます。もちろん外出の自粛を求められていますので、この

ことは大切ですが、それと同時に神様に祈りながら、他の人の必要に目が開かれたいもので

す。オズワルド・チェンバースは、「私たちにとって、愛は実に漠然としたものである。私た

ちは愛についてよく話すが、それが実際に何を意味するかわからない。愛とは、他の人に絶

対的な優先権を与えることである。そして私たちは、イエス・キリストに絶対的な優先権を

与えるように命じられている」と述べています。自分のことよりも相手を優先させるのが、

相手を愛することになります。「互いに親切にもてなす」のは、他の人のことを優先する姿勢

であり、愛していることになります。自分のことよりも、イエスを優先することがイエスを

愛することです。さらにチェンバースは、「私に対する神の愛は尽きることはない。だから、

私は神の愛の岩床に立って、他の人をも愛すべきである」とも言っています。他の人のこと

を優先するには、神様の愛に立たなくてはなりません。人の思いは、自分が最優先だからで

す。 

「熱心に」という言葉の原語には、二つの意味があります。一つは、永続的に、手を差し伸

べることです。自分の状況がどのようであれ、また相手の状況がどのようであったとしても、

手を差し伸べ続けます。相手が不義理をしたとしても、相手の気持ちが変わったとしても、
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同じように手を差し伸べ続けます。もう一つの意味は、走者が全速力で走るように愛するの

です。それは、愛するに値しない人を愛することであり、侮辱と危害を加える人を愛し、鼻

であしらわれる人をも愛することを指しています。このことは、私たちには非常にむずかし

いことですが、神様の愛によって可能になります。神様に祈り、神様のみこころを知る時に、

聖霊によって与えられる愛です。「愛は、多くの罪をおおう」とあります。箴言１０：１２か

らの引用です。愛は、その人の欠点をも含めて、その人全体を愛します。もし私たちが相手

の人を愛しているならば、その欠点を受け入れ、その愚かさを忍び、その人を受け入れます。

またこの言葉には、神様の愛は、私たちのどんな罪をもおおって下さるという意味もありま

す。私たちが神様を無視して行ったすべての悪と心の高慢と汚れをすべておおうために、イ

エスが十字架にかかられました。それは、素晴らしい恵みであり、喜ばしい福音です。それ

で、私たちは、この神の愛を多くの人々に知ってもらいたいと願います。 

▽Ⅰペテロ４：１０、１１ 私たちには「賜物」が与えられています。「賜物」＜カリスマ＞

とは、神様によって与えられる能力です。「それぞれが賜物を受けている」とありますように、

すべての人が神様のために生きる賜物・能力を与えられています。「神様のことばを語る働き」

や「奉仕」の働きなど、いろいろと神様のために用いることができます。賜物の多様性です。

私たちは、みんな神様のために生きる能力が与えられています。その能力は、年齢とともに、

また置かれている状況とともに変わりますが、いつでも、どこでも神様のために生きる力が

与えられています。ペテロは、苦難の中にあっても、神様から与えられた賜物を用いて、神

様のために生きることができると励ましています。ですから、私たちは自分がどのようにし

て神様のために生きていくのかを、神様に祈り、教えられたいと思います。神様のために生

きるには、「神が豊かに備えてくださる力」によります。自分の力で神様のために生きようと

すれば、そこには義務感が入り、喜びがなくなります。神様の力を得るために、神様に祈り、

イエスとの個人的な交わりを深めましょう。そして、私たちは、「その賜物を用いて、互いに

仕え合」います。私たちに与えられる賜物は、自分のためではなく、他の人のために用いる

ことが大切です。終末意識に生きるクリスチャンは、自分に与えられた賜物を用いて、積極

的に神様のために生きていくべきであると励まされています。 

すべての奉仕は、イエス・キリストを通して「神様があがめられる」ためです。奉仕する

こと自体が目的ではありません。私たちは、自分に与えられた賜物を用いて、神様の栄光が

現わされるために生きるのです。私たちの願いは「イエス・キリストを通して神様があがめ

られる」ことです。ペテロは、この手紙の冒頭で、「私たちの主イエス・キリストの父なる神

がほめたたえられますように」と祈っています（Ⅰペテロ１：３）。私たちの最大の奉仕は、

祈ることです。この奉仕は、誰にでも、いつでもできる奉仕です。ペテロもそうですが、私

たちの願いは、「栄光と支配がキリストにあるように」です。私たちは、自分自身のために何

かを行うのではなく、そのことを通して神様がほめたたえられ、イエスの栄光が現わされる

ことを祈り求めましょう。自分の働きの成功や、人々からちやほやされるためではありませ

ん。教会の成長、宣教の前進、これらも大切ですが、それ以上に「神様があがめられ、イエ

スの栄光が現わされる」ことです。ペテロは、どんな苦難に直面しようとも、「栄光と支配が

世々限りなくキリストにありますように。アーメン」と祈っています。この手紙の最後にも、

ペテロは祈っています。Ⅰペテロ５：１０、１１ これこそ、ペテロの祈りであり、願いで

す。ペテロはこの祈りの通りに、殉教の死を遂げました。その死によって、イエスが栄光を

お受けになったことでしょう。またパウロも祈っています。ローマ１１：３６ このことは、

クリスチャンの祈りであり、最大の願いです。私たちの祈りと願いをこのことに集中して、

信仰生活を歩みましょう。 


